
 

 

平成 18年度日本難病看護学会総会 議事録 
 

日時： 平成 18年 8月 26日（土） 午後 1時 00分～2時 00分 
会場： かでる 2・7 大ホール 

 
 
1． 平成 17 年度事業報告 

事務局より、下記の事業内容について報告された。 
 

1） 第 10 回日本難病看護学会学術集会開催 

会長：  秋山 智（産業医科大学） 
メインテーマ： 「難病ケアの原点－尊厳ある生活支援に向けて－」 
参加者数：  約 630名 
会場：  産業医科大学 
会期：  平成 17年 9月 2日（木）～3日（金） 
 

2） 学会誌発行 

10巻 1号 平成 17年 7月発行 88頁  
（第 10回日本難病看護学会学術集会プログラム・抄録集） 

10巻 2号 平成 17年 12月発行 57頁  
10巻 3号 平成 18年 3月発行 116頁  
 

3） 理事会開催（合計 4回） 

平成 17年 5月 18日（水）： 第 9回学術集会会計報告、第 10回学術集会開催計画、平成 16年度
会計報告、将来計画委員会 

平成 17年 8月 10日（水）： 第 10回学術集会開催計画、平成 17年度総会準備、将来計画委員会 
平成 17年 9月 2日（木）： 第 10回学術集会開催計画、平成 17年度総会準備、将来計画委員会 
平成 17年 12月 9日（金）： 第 10回学術集会会計報告、第 11回学術集会開催計画、将来計画委

員会 
 

4） 学術集会企画委員会開催（合計 15 回） 

第 10回学術集会企画委員会：2005年 4/24、5/26、6/10、6/18、7/15、7/30 
第 11回学術集会企画委員会：2005年 7/31、8/1、9/15、10/15、10/29、12/1、2006年 1/19、2/13、3/26 
 

5） 学術関連の活動等 

（1） 日本学術会議（第 1 部 社会福祉・社会保障学研究連絡委員会）への登録： 

第 19期（平成 15年度～平成 17年度） 
学術会議において難病看護学を位置づけ、難病看護学の発展を図る 
 



（2） 日本看護系学会連絡協議会： 

看護学研究連絡委員会の解消に対し、第 7 部（医学）への「看護学研連」設立要望を継続する。 

日本学術会議および国内の学術組織と交流・相互協力を行う。 

社会に貢献できる看護学研究を推進する。 

（3） 看護系学会等社会保健連合： 

以下の委員会活動において、②の委員学会として活動を進める。 
①看護技術検討委員会 
②診療報酬および介護報酬体系のあり方に関する検討委員会 

 
6） 研究助成金による研究活動 

（1） 平成 17 年度文部科学省科学研究費補助金 研究成果公開促進費「研究成果公開発表（Ｂ）」 

交付金額；1,250千円、第 10回学術集会における公開シンポジウム、公開セミナー 
（2） 平成 17 年度独立行政法人医療福祉機構福祉基金助成事業 

交付金額；2,545千円、研修会の開催、マニュアル・ビデオの発行 
 

7） セミナー等による研究成果の普及交流活動 

特別教育セミナー「ALS等の人工呼吸器装着療養者における気道ケア」の実施 
 
2． 平成 17 年度会計報告（自 平成 17 年 4 月 1 日  至 平成 18 年 3 月 31 日） 

 

収入の部 

科目 予算 決算 （決算-予算） 

① 会費 1) 2,400,000 1,620,000 △780,000

② 報告集・学会誌売上 2) 200,000 133,730 △66,270

③ 寄付 3) 0 107,000 533,145

④ 雑収入 4） 1,000 6,000 5,000

⑤ 学術集会還元金 0 1,000,000 1,000,000

⑥ 特別教育セミナー 0 62,820 62,820

⑦ 前年度繰越金 2,387,514 2,387,514 0

収入合計 4,988,514 5,317,064 328,550

1) H19会費 1人分＋H18会費 32人分＋H17会費 222人分＋H16会費 15人分 

2) 学会誌計 78部＋難病文献目録集計 2部 

3) 役員寄付計 30,000円＋学会員寄付計 77,000円 

4） 文献許諾使用料 6,000円 

 

 



支出の部 

① 学会誌印刷費 1) 750,000 580,485 189,515

② 学術集会補助金（第 11回学術集会） 500,000 560,485 0

③ 学術団体活動分担金等 2) 150,000 118,000 32,000

④ 会員管理費等 3） 700,000 753,600 △53,600

⑤ 人件費 4) 700,000 690,800 9,200

⑥ 送料・手数料 350,000 342,730 7,270

⑦ 会議費 5) 120,000 110,894 9,106

⑧ 事務費 250,000 47,872 202,128

⑨ 雑費 50,000 0 50,000

⑩ 予備費 1,418,514 0 1,418,514

支出合計 4,988,514 3,124,381 1,864,133

1) 10(1) 1,000部, 10(2) 800部, 10(3) 800部 10（1）の印刷ミスによる値引き▲200,000円を含む。 

2) 日本学術会議平成 17年度活動分担金 30,000円、日本看護系学会連絡協議会平成 17年度会費 80,000円、 
日本学術協力財団「学術の動向」平成 17年度購読代金 8,000円

3) 6,280円×120人日  

4) 6,280円×110人日 

5） 理事会会議代 50,894円＋交通費 60,000円 

次年度繰越金  5,317,064円 - 3,124,381 ＝ 2,192,683 円 

 

3． 平成 17 年度会計監査報告 

事務局より前頁のとおり会計報告があり、渋谷優子監事から会計報告に相違なく、帳簿類も正確に記

載されていたという会計監査報告があり、承認された。 
 

4． 平成 18 年度事業計画 

事務局より、下記の事業計画が報告され、承認された。 
 

1） 第 11 回日本難病看護学会学術集会 

会長：  野川 道子（北海道医療大学） 
メインテーマ： 「難病療養者と家族の日常を支えるケア」 
会場：  かでる 2・7（札幌市） 
日時：  平成 18年 8月 25日（金）～26日（土） 
 

2） 学会誌発行（11 巻 1 号発行、2～3 号発行予定） 

11巻 1号 平成 18年 7月発行  
11巻 2号 平成 18年 12月発行予定 
11巻 3号 平成 19年 3月発行予定 



3） 学術関連の活動等 

（1） 日本学術会議 

第 20期（平成 18年度～平成 20年度）登録 
第 1部 社会福祉・社会保障学研究連絡委員会に所属 
（2） 日本看護系学会協議会 

日本学術会議および国内の学術組織と交流・相互協力を行う。 
社会に貢献できる看護学研究の推進を図る。 
（3） 看護系学会等社会保険連合 

以下の委員会活動において、②の委員学会としての活動を継続する。 

①看護技術検討委員会 

②診療報酬および介護報酬体系のあり方に関する検討委員会 

 

4） 研究助成金による研究活動 

（1） 平成 18 年度文部科学省科学研究費補助金 研究成果公開促進費「研究成果公開発表（B）」 

交付金額：1,210千円、第 11回学術集会における公開シンポジウム、公開セミナー 
（2） 平成 18 年度独立行政法人医療福祉機構福祉基金助成事業 

交付金額：1,188千円、「医療ニーズの高い重度障害者の社会参加と生活支援に関わるネットワーク
構築と普及事業」 
これまでの事業の蓄積を高く評価され、平成 18 年度は「高齢者･障害者の社会参加の促進に関す
ること」において積極採択（新しい発想に基づく従来の枠を超えた活動について積極的に対象とす

る事業）として採択された。 

（3） これまでの成果 

① 文部科学省科学研究費補助金 研究成果公開促進費「研究成果公開発表（B）」 

年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 

学術集会 第 8回 第 9回 第 10回 第 11回 

補助金額 720千円 1,200千円 1,250千円 1,210千円 
公開シンポジウム 

セミナー 
安心して在宅療養生活

をすごすために 
尊厳ある新たな生活構

築とその支援 
難病医療ネットワーク

の課題と展望 
難病療養者と家族を支

えるケアの課題と展望

 

② 独立行政法人医療福祉機構福祉基金助成事業 

年度 H13年度 H14年度 H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 

助成額 4,420千円 4,575千円 1,547千円 1,285千円 2,545千円 1,188千円 

事業名 在宅難病療養

者の社会参加

の支援に関す

る普及事業 
 

在宅神経難病

療養者の意思

伝達・コミュニケ

ーション障害に

対する支援方

法の基準化と

普及事業 

進行する身体

機能障害を持

つ児童・生徒の

社会生活活動

とボランティア

育成に関する

事業 

進行する重度

の身体機能障

害をもつ児童・

生徒の社会生

活活動を豊か

にする、大学生

等によるボラン

ティア活動の安

全性に関する

事業 

重症心身障害

児の安全な移

送のビデオ作

成と支援ネット

ワーク事業 

医療ニーズの

高い重度障害

者の社会参加

と生活支援に

関わるネットワ

ーク構築と普及

事業 

成果 
学会誌にて公表 

報告書 
マニュアル 

報告書 
ビデオ 
マニュアル 

報告書 
交流集会 
マニュアル 

報告書 
研修会 
資料集 

報告書 
ビデオ 
研修会 

 

 



7． 平成 18 年度予算案（自 平成 18 年 4 月 1 日  至 平成 19 年 3 月 31 日） 

事務局より、下記のとおり予算案が報告され、承認された 

収入の部 

科目 H17年度予算 H18年度予算   

① 会費 2,400,000 2,400,000 6,000円×400人 

② 報告集・学会誌売上 200,000 200,000  

③ 寄付 0 0  

④ 雑収入 1,000 1,000  

⑤ 学術集会還元金 0 0  

⑥ 前年度繰越金 2,387,514 2,192,683  

収入合計 4,988,514 4,793,683   

    

支出の部 

科目 H17年度予算 H18年度予算   

① 学会誌印刷費 750,000 750,000 10（1）発行、10（2）、（3）発行予定

② 学術集会補助金（第 12回学術集会） 500,000 500,000  

③ 学術団体活動分担金等 150,000 210,000 注 1） 

④ 会員管理費等 700,000 700,000 会員管理にかかる人件費等 

⑤ 人件費 700,000 700,000 一般事務にかかる人件費等 

⑥ 送料・手数料 350,000 350,000  

⑦ 会議費 120,000 120,000  

⑧ 事務費 250,000 250,000  

⑨ 雑費 50,000 50,000  

⑩ セミナー費等 0 0 参加費徴収による独自会計 

⑪ 予備費 1,418,514 1,163,683  

支出合計 4,988,514 4,793,683   

1) Ｈ18年度より追加された会費（社会福祉系学会連絡協議会分担金 40,000円、看護系学会等社会保険連合会費 50,000円）

を含む 

 

 



8． 学会運営上の課題と対応 

理事長（牛込三和子）より、日本難病看護学会における運営上の課題と対応について下記のとおり説

明され、学会発足時から 10 年間据え置きしてきた会費を 9,000 円にすることが承認された。 

（1） 未納会費の徴収について 

① 会費滞納者の取り扱いについて 

平成 18年 4月 1日現在、平成 15～17年度の会費滞納者 29名に会費納入の依頼書を送付し
た。しかし、18年 7月 31日までに滞納分の会費の納入がなかったため、合計 29名を退会したもの
とみなした。 
② 会員管理事務手続きの改善 

平成 17年度会費収入の減少に対し、会員管理事務手続きの改善を行い、平成 18年 8月 22日
現在、2,628,000円（延べ 438人）の納入が確認できた。 
（2） 発足時から 10 年間据え置いてきた会費の見直しについて 

① 平成 16 年 8 月（総会） 

代表理事より学会運営上の課題が説明され、会費の見直しについて提案される。 

② 平成 17 年 8 月（総会） 

学会運営上の課題を説明され、会費（9,000円）の具体的提案がされる。 
③ 平成 18 年 3 月 

学会誌 10（3）及びホームページ上で、全会員に対し個別に学会運営上の課題が文章で説明さ
れ、会費（9,000円）についての意見を求められる。 
賛成意見はあったが、否定的意見は全くなかった。 

④ 平成 18 年 8 月（総会） 

会費を 9,000円に改定することについて審議 
（3） 会費を 9,000 円にした場合の予算案とその成果 

科目 H18年度予算 H19年度予算  （9,000円×400人）の予算案 

① 学会誌印刷費 750,000 1,000,000 学会誌の充実 

② 学術集会補助金（第 12回学術集会） 500,000 500,000  

③ 学術団体活動分担金等 210,000 210,000  

④ 会員管理費等 700,000 900,000 会員管理システムの改善 

⑤ 人件費 700,000 800,000  学会誌の充実に伴い 

⑥ 送料・手数料 350,000 500,000  会員への通知等の充実 

⑦ 会議費 120,000 120,000  

⑧ 事務費 250,000 450,000 据え置きしていた事務機器の購入 

⑨ 雑費 50,000 50,000  

⑩ セミナー費等 0 200,000 セミナーの充実 

⑪ 予備費 1,163,683 1,263,683  

支出合計 4,793,683 5,993,683   

収入が 1,200,000円増加することが見込まれるため、学会誌の内容やセミナーの開催などを充実させ、  
難病看護に係る活動の活性化を図ることが期待できる。 

 

9． 第 12 回日本難病看護学会学術集会 会長挨拶 

石鍋圭子氏（青森県立保健大学）より、第 12 回日本難病看護学会学術集会が平成 19 年 8 月 24 日
（金）～25日（土）に開催されることが説明され、挨拶が行われた。 


